
 

 

  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たてやま市議は、仮屋崎集落上流の砂防ダムに堆積

した土砂が、集落に流れ込む問題を議会で取り上げ、そ

の撤去を求めてきましたが、昨年８月１日～１０月１４

日の期間で工事が行われ、土砂の撤去が完了しました。 

また９月の台風によって、大量の倒木で里道がふさが

れる事態が発生したため、その撤去を求めてきました

が、倒木が全て撤去され、歩けるようになりました。 
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たてやま市議は、長年要望が出されたままになって

いた側溝整備の問題を議会で取り上げ、早期の整

備を求めてきました。29年度予算に、喜入中までの

麓渕田線の舗装と側溝整備の設計予算が計上さ

れ、30年度から整備に着手することになりました 

たてやま市議は、喜入の皆さんから寄せられた要望

を、議会で取り上げ、その実現のために努力してきま

したので、以下、主な点をご報告します。 

土砂撤去 

里道を塞ぐ１５カ所 

の倒木の撤去を完了 

危険な歩道

を整備するた

めの設計が

完了し、用地

取得後に着

工していく予
定です。 

 

昨年、喜入中名町の河川近くに 

住む住民の要望を受けて、ガード 

レールの設置を要請していました 

が、設置されました。 

 


